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大山街道八王子道ウオーク第１１回レポート 

第１１回橋本駅南口から水郷田名バス停 

実施日 ２０２２（令和４）年９月２１日（水）天候曇り後晴 涼しい 

参加者 折本 文雄、前北 勝司、中田 信義、伊藤 泰弘、中島 征雄 計 ５名 

ＧＰＳデータ 

歩行距離：８．４ｋｍ。 累計歩行距離 １０２．１ｋｍ。 

全体所要時間：３時間２６分。移動時間：２時間２０分。停止時間：１時間０６分。 

移動平均速度： ３．５８ｋｍ／ｈ。全体平均速度：２．４３ｋｍ／ｈ。 

 

 台風１４号が去って寒気が入り、家を出る時の気温は１７度Ｃ。寒いくらい。橋本駅南口（京王線側）

を９時５６分に出発。浅見さんと杉田さんは体調不順で参加されず。 

橋本駅西側の橋本二丁目交差点を左折。［交差点の北西角には、三増合戦で敗退した北条側の落ち武者

が自刃した場所と言われる供養塚緑地があり、その隅に「大山道の石柱」がある。］ 

 左折し進む途中左側橋本高校跡地はリニア新幹線の駅の工事で塀が巡らされている。突き当たりの右

側に「棒杭の石柱」があり（１０：１１）、その裏の住宅地の露地を入った奥に「橋本の棒杭」石柱が

ある。（１０：１４）この石柱（道標）は、安政２年（１８５５）大山道の追分に立てられたもの。 

「石柱」の上部には不動明王が浮き彫りされており、読みづらいが、道標正面には「右 大山み（ち）

／田名〇」、右面「北 八王子道」、左面「南 あつき道」とある。 

 傍らの小さな石塔も道標で、「（おお）山道」「（八）王子道」「厚木道」とある。 

 

 棒杭の石柱から西側を南北に走る国道１６号線に出て、地下道を潜って国道の反対側に出（１０：２

１）、１６号線の一本右の道を進む。橋本五差路側から県道６３号線を進む。（１０：２７）［大山道は

ここから水郷田名まで県道６３号線を進むことになる］ 

 中ノ原交差点の先から下りとなる。［下の鳩川までの坂の標高差は約３０ｍ］坂の途中に半円を書き、

大回りし、この元の県道に戻る道がある。そのカーブの途中に「新坂道 神明坂」の石柱があり（１０：

４６）、この大回りする道が旧道。石柱には、『改修された新しい坂を「新道坂」 東坂を「神明坂」と

いいます。このわきには神明様がまつられて居ます』とある。 

 

 さらに下り続け、下九沢バス停の先左の「塚場の夜泣き地蔵」が祀られている。この先、県道が分か

れる所を左から回り込む道があり、これが旧道。（１０：５９） 

 分かれた県道５０８号線の左に「一石六地蔵」が、カーブ道に「大山道」の石柱、県道６３号線側に

「庚申塔、出羽三山供養塔ほか」がある。「一石六地蔵」は石柱の一面に二体の地蔵尊が三面に浮き彫

りされている。「庚申塔（安永四年、１７７５）は、元は武州大山街道と甲州久保沢街道の交差点にあった。

出羽三山供養塔は寛政七年建立。」庚申塔は３５０ｍ程北から移設されたようだ。 

 

 鳩川を渡ると登りとなり、登り切ると葛輪の三差路で、角のコンビニの駐車場で休憩（１１：０９）。 

三差路を南西に県道６３号線を進み、白雨台交差点の先から下りとなり、途中右側に「あか坂」の石柱

がある。（１１：３２）石柱には「昔は赤土の坂だったのでこの名がついた」とある。 

 ここで、昼食をとるサイゼリヤへ行くために左折。直進し、県道５４号線に出て右折するとすぐにサ

イゼリヤがあった。（１１：４５～１２：３３） 
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 昼食後、県道を右（南西）に進む。１２０ｍほどの田名四ツ谷交差点を左に渡った角の「石神社」が

ある。（１２：３７）境内に「大山道標」がある。この交差点は、大島村から当麻村への道と上溝村か

ら田名村字陽原（みなばら）への道との交点。 

「大山道標」文政三年（１８２０）正面「是方 大山道」、右面「是方 ほし野や たいま あつ（ぎ）道」、 

左面「是方 津久井くぼさわ道」、裏面「是方 八王子道」とある。他に、地神塔、一石六地蔵などが 

祀られている。 

 

 交差点を北西に県道６３号線へ進むと田名四ツ谷自治会館に脇に「久保街道」の石柱があり、『おも

に久保沢へ向かう人々が行き来した道なので、この名があります。また、当麻山 

無量光寺へお参りに行く人々も通ったので「当麻街道」とも呼ばれて居ました。』とある。 

 自治会館から１００ｍほどで県道６３号線に出る。左折して進むと県道５４号線に合流し、左カーブ

して２５０ｍほど下ると右側の路地の角に「庚申塔や聖徳太子塔」が並んで祀られている。（１３：０

８） 

 河岸段丘の端を下る途中に交差点（丁字路）と陸橋がある。丁字路の右隅に「しろ坂」の石柱があり、

『この坂の岩肌が白かったので、この名があります。また、「城坂」とも呼ばれています』とある。 

  

 信号を渡り（１３：１２）、陸橋階段下の右への細い階段の道を下る。これが旧道で「しろ坂」であ

り、旧大山道である。水郷田名の景色が良い。急坂を下り切った右側に「石塔群」と右側に「旧大山街

道」、左奥に「旧々大山街道」の石柱がある。（１３：１５） 

 「石塔群」を左折すると、角に割烹旅館旭屋があるバス通りに出る。左折して５０ｍ程進んだ左の道の 

奥に「水郷田名バス停」があり、１３時２２分到着。今日はここまで。 

ここから、１３時４２分発のバスでＪＲ相模原駅へ出る。 

 

 今日の行程の標高差は橋本駅約１４１ｍ、水郷田名バス停約５３ｍとおおよそ９０ｍあった。 

 尚、前北さんは、６月に亡くなった技術系ＯＢ篠崎さんのお宅へ弔問のため四ツ谷バス停で下車され

る。 

  

橋本の棒杭                        橋本の棒杭 
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一石六地蔵                大山道石柱 

 

  

石神社                 石神社境内 

   

 

水郷田名バス停 


